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学校番号 3009 

令和 5年度 芸術科 

 

教科 芸術科 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「高校美術」 （日本文教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・美術を起点とし、想像力や感受性、アイデンティティの確立、他者への関心理解を深めることを

めざします。 

・デッサン、デザイン、鑑賞、造形と様々な美術を体験し学ぶ事で新たな感じ方、見方を発見しま

しょう。また、できあがった作品をそれぞれ鑑賞し、個性の豊かさを実感することができます。 

・誰もが美術の科目を得意というわけでは無いと思います。ですが、この美術の授業で最も重要な

ことは、技術力では無く何を感じ、何を思ったかです。なので、あまり苦手意識を持たずに、一緒

にたくさん考え、感じ、楽しんで創作活動に取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

⑴美術の幅広い活動を通して自己の感性を高め、創造的な表現の楽しさを学ぶ。また、発想や構想

に関する資質・能力を養う。 

⑵感じとったことや考えたことを基に、それらを心豊かに表現するための内面的な見方、感じ方の

成長を促す。 

⑶クラスメイト間で作品についてお互いの意見を共有し、他者の意見を理解し視野を広げると同時

に主体的に発言することで積極性を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・意図に応じた表現方法を

模索し挑戦している。 

・様々な画材を駆使し、そ

れぞれの特性の違いを理解

しながら表現している。 

 

・感性や想像力を働かせて、

感じ取ったことや考えたこ

と、目的や機能、美しさなど

から主題を生成し、創造的な

表現の構想を練っている。 

 

・美術の創造活動の喜びを味

わい、多様な表現方法や美術

文化に関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活動に取り

組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

動
物
ス
ケ
ッ
チ 

１ オリエンテーション 

・デッサンを練習して感覚

を掴む。 

２ 制作 

・検索した写真を見ながら

配布プリントに鉛筆で動物

を描く。 

３ 鑑賞 

・クラスメイトの作品を鑑賞

する。 

a:鉛筆の特性を理解し、陰影の濃

さやタッチを意識して描いてい

る。 

b:動物の特徴をよく観察してい

る。 

c:集中して作業に取り組んでい

る。 

作品 作品  

授業観察 

 

 

色
彩
構
成 

１ 説明 

・どのように作品を制作してい

くのか、また注意点など参考

作品を見ながら聞く。 

２ 構想を練る 

・線で下書きしつつ、完成図

を想像しながら構想を練る。 

３ 制作 

・クロームブックで描画キャン

バスを使い着色する。下書き

をできるだけ再現する。明度・

彩度・配色・構成等を工夫し

表現する。 

４ 鑑賞 

・できあがった作品を鑑賞しあ

い感想を発表する。感想をワ

ークシートにまとめる。 

a:光を意識して明度、彩度、形や

色彩などの働きを考えながら構

想を練り表現しようとしている。 

b:条件や美しさとなどから、形や

色彩などの働きを考えて表現の

構想を練っている。 

c:色彩の多様性に関心を持って

授業を受けている。 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

授業観察 

 

ワ ー ク シ

ート 
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ピ
カ
ソ 

１ 説明 

・ピカソについての説明を、パ

ワーポイントを観ながら詳しく

学ぶ。課題の趣旨についての

説明を聞く。 

２ 記入 

・プリントの空白を正しく穴埋

めしていく。またピカソの作品

群の中で自分の気に入るもの

を一点探し出す。 

３ 制作 

・選択した作品をよく観察しな

がら模写し、色鉛筆で仕上げ

る。 

４ 鑑賞 

・クラスメイトの作品を鑑賞す

る。 

a:ピカソについて学んだ知識を

生かし、正しい答えを記入してい

る。 

b:選択したピカソの作品の特徴

をよく理解し表現している。 

c:作家に興味や関心を抱き、集中

して授業を受けている。 

作品 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

作品 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

授業観察 

 

 

ワ ー ク シ

ート 

後
期 

お
面
制
作 

１ 説明 

・参考作品、写真を見ながら

作り方についての説明を聞

く。 

２ 構想を練る 

・アイデアスケッチをして想像

力を働かせる。 

３ 制作 

・粘土を用いて造形する。アク

リル絵の具を使い着彩する。 

４ 鑑賞 

・作品を並べて鑑賞する。ワ

ークシートに感想を書く。 

 

  

a: 表現形式の特性を生かし、形

体、色彩などを工夫して表現の構

想を練っている。 

b: 個性を発揮して自分だけの造

形表現を見出している。 

c:それぞれのイメージした完成

図に向かって妥協することなく

取り組んでいる。工夫しながら創

作活動を積極的に楽しんで行っ

ている。 

 

作品 

 

 

アイデア

スケッチ 

 

ワークシ

ート 

作品 

 

 

アイデア

スケッチ 

 

ワークシ

ート 

 

授業観察 

 

ア イデア

スケッチ 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


